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＜連絡事項＞
・
＜新患予約状況・入院予定＞
4/7（金）
田名部Dr：馬場　祐香様様(精神新患)、石田　聡様（様(精神新患) 
菅野Dr: 小比類巻　千幸様様(精神)、磯島 純一様(精神再来)
馬渡Dr: 佐藤　一路様（精神新患）
4/8（土）
新患なし
4/10（月）
菅野Dr：川口　円様(精神)、中村　孝様様(精神)
金Dr：畠山 竜一様（精神再来）、重冨　優美様（精神）
4/11（火）
小栁Dr：野月　しょうこ様（精神新患）、佐藤　雄治様様（精神新患）
菅野Dr: 舩場　琉希様様(精神)、高橋　しょうや様(精神)
馬渡Dr: 東山　ひろじ様 (センター)、さくら　はつえ様（センター）
4/12（水）
田名部Dr： 中畑　温様(精神)、  中畑　菜穂子様(精神)
金Dr: 佐藤 聡美様(精神再来新患)
4/13（木）
小栁Dr：松橋　健一様（精神外来）、菅原　奈央子様（精神新患）
＜医師のスケジュール確認＞
診察日、休診日

・垂水Dr：5/8、6/5、7/3診察
・今川Dr：4/8、4/22、4/29、5/13診察
・東海林Dr：4/14、5/19、6/23、7/28診察
・深澤Dr：4/20、5/25、6/1、6/22、7/13、8/24、9/21休診　
※5/18　12：00までに外来診療終了　

※6/8は休診の可能性あり
・菅野Dr：6/23
・金Dr: 4/24、5/29休診
＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・本田　未来様　　退院後開始で調整中
通所
・特になし
＜連絡事項＞
■外来より
・コ・メディカル部門新人研修　4／13（木）2名外来に来る予定
■センター
・特になし
■五福より
・特になし
■連携室より
・特になし
■検査より
・特になし
■栄養より

・特になし
■心理より

・特になし
■薬局より
・特になし
■通所より
＜DC＞

・佐々木　静様～3/31　3回目の体験利用。本日はこれまでの体験利用の時とは違い、他利用者様数名が話しかけにいき雑談を持っており、本人様の笑顔も多く見られている。話し相手の話が長くなってしまう場面もあるが、「何も私はただ聞いてるだけなので」と穏やかである。各プログラムに参加されており本日は気分の不安定さは見られない。今後の生活に関しての思いを尋ねると、就労をしたいことを希望されている。4/3妹様から電話連絡あり。正式利用の希望があり通所曜日希望は火・木・金曜日。4/7(金)から正式利用開始予定。

・大下　伸治様～3/31グループホーム世話人より情報提供有り。昨日、母様(97歳)が亡くなられたため本日より急遽実家に帰省しているという。帰省は4/9(日)までを予定。

・沢代　文男様～3/31グループホーム世話人より情報提供有り。4月からは柿の木苑での就労曜日を月・火・水曜日の週3回に変更することとしたと本人様が話されていたようである。就労も青陽館も休みがちで欠席の連絡を自ら出来ないことも続いているため、世話人としても心配している事を話している。

・冨田　紀子様～4/3担当ケアマネから電話連絡あり。2023年3月7日に熱発し八戸市民病院に同日入院となり、肺気胸と誤嚥性肺炎の治療を行っていたが、3月30日に容体急変し、翌3月31日死亡されたとの事。それに伴いデイケア・ショートケア利用終了となる。

・横野　琴美様～4/6性別：女性　年齢：20歳　診断名：統合失調症、双極性感情障害 

青陽館見学を実施。4/3(月)に電話問い合わせのあったさくら病院通院中の方で、電話でお伝えしていた部分も含め改めて資料を用い紹介を行っている。さくら病院の主治医へは青陽館利用のことを伝えているとのことであり主治医も利用に前向きであると言う。一昨年の11月から翌年の9月までさくら病院に入院しておりその頃にはレイプや近親相姦に関する妄想が有ったといい、現在も幻聴は持続しているが精神症状であると区別できるようになっており体調は安定しているのこと。現在の生活としては日中起きているようにし趣味活動などをして過ごしているが無職であり、今後は洋服屋のアルバイトや京都にある芸術大学の通信制大学に通うことなどを目標としているという。見学の感想を尋ねると「いい感じで、自分にも通えそうだなと思います」と話しており、過去にさくら病院のデイケアの体験利用も行ったがプログラムの種類が少なかったことや、その日の体調不良とも相まって自分には合わないと感じ、通うことを辞めたという。4/7(金)デイケアの終日体験利用を行うこととしている。 

＜SC＞

・木村　勇治様～3/30性別：男性　年齢：29歳　診断名：てんかん、発達障害

見学を実施(参加者：本人様、母様、特定相談員ぴあみなと大嶋氏)。病状に関しては、発達障害に関する言及はなくてんかんのことのみを話されており、てんかん発作はめったになく数年に1回程度であるが、偶然にも一昨日久しぶりに発作があったという。発作時の様子としては意識消失があるため本人様は覚えていないが、母様が言うには痙攣は無いが発作中は苦しそうに呼吸をするのだと言う。現在の生活は無職で引きこもりがちであり、これまでB型就労を何度か経験したがどれも長続きしなかったことを話している。現在は湊病院に通院しているが、治療による変化を感じられないため八戸市立市民病院に転院を予定しているという。他院通院者の場合、青陽館利用に2種類の書類が必要になることをお伝えしている。今回の見学の件も主治医には言っていなかったとのことであり、改めて主治医に報告した後に体験利用を考えていくこととしている。

・中里　里穂様～3/30本人より入電あり。特定男性利用者（神田　直樹様）の利用日について確認がある。詳細を確認すると、以前入院中にその特定利用者様と知り合い、LINE交換をしたが、ストーカーの様に執拗に付きまとわれる事があり、怖くなりLINEをブロックして距離を置いているとの事。しかし、先日デイケアで会って声を掛けられた後から気分が悪くなり、利用日を変更したいという。特定相談員の森氏が近くにいるとの事で電話を代わって頂いている。本人の負担が強いとの事で現在の木曜日から水曜日へ変更して様子を見る事としている。

・俵山　彩子様～4/4　 3回目の体験利用実施。緊張感は大分薄れたと聞かれており、スタッフとのコミュニケーションでは時折笑顔が観察されている。来週4/10(月)から正式利用としまずは週1回通所から始めて徐々に利用回数を増やしていきたいことを話している。

・寺沢　彩様～4/4本人様より電話連絡あり。就労先スタッフとも協議している最中であるが、就労日数を基本的に週5日の毎日にし、デイケア利用は診察のある月1回の金曜日のみにしたいと考えているという。変更は就労先スタッフとも協議の上で決定するとのことであるが、4月末ないし5月からの変更にする予定であるという。

・馬場　勝美様～4/4 R5年4月4日に東病棟Bユニットに任意入院となる。それに伴いデイケア利用中止となる。

・角濱　義弘様～4/4ここ最近不調が続いており、朝起きる事ができなかったり、欠席が多くなり始めていることに関して本人様より相談あり。入院中の生活よりも活動量が減っていることを話しているが、それは入院中にはスタッフからの促しが都度有ったから頑張ることが出来ていただけであり、今は自分自身だけでは意識を高めて過ごす事が出来ていない状況であることを振り返っている。このままでは再入院になってしまうのではと不安もあることを話しており、スタッフと話し合う中で、グループホーム世話人にも協力してもらい、朝早くにデイケアに来ることが出来るよう促してもらうこととし、しかし体力的につらいと話すため来所後にも少し横になり休む時間を作る事としていくことを話し合っている。

＜DNC＞

・吉田　富秋様～4/4 青風荘より情報提供あり。昨日夜間に性的言動あり、23時過ぎに夜勤の女性スタッフの後ろに立って「俺のチンポマッサージしてけろ」と何度か言ってくることがあったとのこと。来所後は性的な言動は観察されないが、気分が高く相手を変えて声高に話し続けているものの、怒りっぽさは観察されていない。本日デイナイトケア内では15時の集団作業療法開始前に、集団作業療法でちぎり絵を行っているがプログラム開始前にちぎり絵用にちぎった色紙を全部ごみ箱に捨てているため声を掛けると、「もう終わったから、使わないから捨てたんだ」「裏の白い所が出ていて使えないから」と話している(捨てた色紙には自分のグループだけでなく、別グループの分もふくまれている）。ちぎった色紙は次の作品にも使えるため捨てる前にスタッフに声を掛けて欲しかったと伝えると、スタッフを睨み付けるように見て「何様だと思ってるんだ」と言い、その場から立ち去っている。4/5声高に会話をしており、昼食前は特定利用者様を前に一人で喋っていて、徐々に声が高くなり、昼食の配膳が始まったのにも気付かず話し続けている。配膳が始まったと声を掛けるとすぐに話を止めて配膳を行っている。昼食後は静かにチラシ箱作りを行っている。最近気分高揚気味であり面談を行っている。高揚気味であることは自覚しており、抑えるようにはしていると穏やかに話している。
